



















































This file describes the names of the hosts which are 
*not* allowed to use the local INET services， as decided 
by the '/usr/sbin/tcpd' server. 






るために /etc/hosts.allowに ALL 127.0.0.1を追加します。 127.0.0.1というのは自分自身を意味
する特殊なアドレスです。
# 
# hosts.allow This file describes the names of the hosts which are 
# allowed to use the local INET services， as decided by 
# the '/usr/sbin/tcpd' server. 
# 
ALL 127.0.0.1 


































































































































































ifconfig ${DEV} ${IPADDR} netmask ${NETMASK} broadcast ${BROADCAST} 
route add -net ${NETWORK} 










ifconfig ${DEV} ${IPADDR} netmask ${NETMASK} broadcast ${BROADCAST} 
route add -net ${NETWORK} 








設定には ipchainsとipmasqadmを使います [5]。いずれも NetworkとIP-masqueradeに関するパッケー
ジを最新のものを導入すればいずれも含まれているものです。 (ipmasqadmについては http://ju担 jox.
home.ml.orgからバイナリを入手する必要があるかもしれません [5]0 ) DebianjGNU Linuxの場合、い
ずれも netbaseパッケージに含まれています10。それだけではなくて、 lpmasqパッケージをインストール
すると 1)ローカルネットワーク側 (192.168.1.1)からインターネット側 (133.45.xxx. yy)へは、全ての
アクセスについてマスカレードする， 2)インターネット側からローカルネットワーク側へは全てのアクセス
を拒否する、の設定をしてくれます110 この 1)，2)の設定を手動で行うには、それぞれ、













PORT=22 # 22 -> ssh 
FIREWALL_ADR="133.45.xxx.yy" 
RECIEVER_ADR="192.168.1.32" 
ipchains -I input -p tcp -y -d $FIREWALL_ADR/32 $PORT -m $FWMARK 




PORT=25 # 25 -> smtp 
FIREWALL_ADR="133.45.xxx.yy" 
RECIEVER_ADR="192.168.1.33" 
ipchains -I input -p tcp -y -d $FIREWALL_ADR/32 $PORT -m $FWMARK 
ipmasqadm mfw -A -m $FWMARK -r $RECIEVER_ADR $PORT 
sshの場合との違いは、 PORTの値を 25に， FWMARKの値を一つ増やして 2に変更の 2点です。以上







お互い快適な Linuxlife を送りましょう。次は、是非、 nlug~ml.nagasaki-u.ac.jp でお会いしたいです
ね。
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auth xxxxxxxx subscribe nlug参加希望者のメールアドレス
という行を同じアドレスに送り返します (xxxxxxxxは 16進数です).これで， MLへの登録は完了です。
次に MLへメールを出すには， nlug~ml.nagasaki-u.ac.jp 宛てにメールを出します.その他，基本的
な操作は， majordomoのマニュアル等を参考にされて下さい.
